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白
居
易

に
お
け
る
詩
集
四
分
類

に
つ
い
て
の

一
考
察

特

に
閑
適
詩

・
感
傷
詩

の
分
岐
点
を
め
ぐ

っ
て

静

永

健

白
居
易
の
詩
文
集
、
即
ち

『
白
氏
文
集
』

(現
存
七
十

一
巻
)
は
、

一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
て
い
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
単
に
書
誌
的
分
野
の
議
論
に
留
ま
ら
ず
、
白
居
易
の
文
学
そ
の
も
の
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な
関
鍵
と
な
る
問

題

で
あ

る
。

そ
れ

に
は
二
つ
理
由
が
存
す
る
。
ま
ず

一
つ
は
、
そ
の

『
白
氏
文
集
』
が
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
白
居
易
自
ら
の
編
定

に
依
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
彼
は
、
そ
の
七
十
四
年

の
生
涯

(七
七
二
～
八
四
六
)
に
於
い
て
、
自
ら
幾
度
も
そ
の
作
業
を
繰
り
返
し

て
い
る
。

『詩
集
』
十
五
巻

『白
氏
長
慶
集
』

五
十
巻

『白
氏
後
集
』
五
巻

『白
氏
文
集
』
六
十
巻

『
白
氏
文
集
』
六
十
五
巻

『白
氏
文
集
』
六
十
七
巻

『
白
氏
洛
中
集
』
十
巻

元
和
十
年

(
八

一
五
)

長
慶
四
年

(
八
二
四
)

太
和
二
年

(
八
二
八
)

太
和
九
年

(
八
三
五
)

開
成
元
年

(
八
三
六
)

開
成
四
年

(
八
三
九
)

開
成
五
年

(
八
四
0
)

四
四
歳

五
三
歳

五
七
歳

六
四
歳

六
五
歳

六
八
歳

六
九
歳

在
江
州

在
洛
陽

在
長
安

在
洛
陽

在
洛
陽

在
洛
陽

在
洛
陽
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白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の
一
考
察

(静
永
)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
号

⑧

『
白
氏
文
集
』
七
十
巻

会
昌

二
年

(
八
四
二
)

七

一
歳

在
洛
陽

⑨

『
白
氏
文
集
』
七
十
五
巻

会
昌

五
年

(
八
四
五
)

七
四
歳

在
洛
陽

こ
れ
ら
は
、
現
在
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
白
居
易
の
自
家
詩
文
集
編
纂
の
実
例
で
あ
る
。
彼
は
、
自
ら

の
手
で
、
自
ら
の

作
品
を
取
捨
選
択
し
、
特
に
そ
の
後
半
生
に
於
い
て
は
、
執
拗
な
ま
で
に
自
家
文
集
の
編
纂
に
精
力
を
傾
注
し
た
の

で
あ

っ
た
。

ま
た
、
理
由
の
第

二
は
、
そ
の
詩
集
の
部
分
に
関
し
て
、
彼
は
、
自
己
の
詩
歌
を
、
他
に
類
例
を
見
な
い
非
常
に
特
異
な
方
法
に
拠

っ

て
分
類
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
白
氏
五
三
歳
以
前
の
詩
集
、
即
ち
、
先
掲

の
①

『
詩
集
』
十
五
巻
、
お
よ
び
②

『
白
氏
長
慶
集
』

五
十
巻

(う
ち
詩
集
は
二

十
巻
)

の
時
点
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

つ
ま
り
彼
は
、
そ
こ
に
収
め
る

=
二
九
六
首
の
詩
歌
を
、
以
下
の
如
く
四
つ
の
項
目
に
分

類
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

調
諭
詩
…
古
体
詩

一
二
二
首

(巻

一
・
巻
二
)

・
新
楽
府
五
十
首

(巻
三

・
巻
四
)

閑

適
詩
…
古
体
詩
二

一
六
首

(巻
五
～
巻
八
)

感

傷
詩
…
古
体
詩

一
八
六
首

(巻
九
～
巻
十

一
)

・
歌
行
曲
引
雑
言
二
十
九
首

(巻
十

二
)

雑
律
詩
…
今
体
詩
七
九
三
首

(巻

=
二
～
二
十
)

詩
歌

の
分
類
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
古
く
は

『
詩
経
』
に
風

・
雅

・
頬
の
三
分
類
が
あ
り
、
ま
た

『
文
選
』

に
遊
覧

・
詠
懐

・

贈
答

・
行
旅
等
、
詩

の
題
材
お
よ
び
用
途
に
拠
る
二
十
三
項
目
に
及
ぶ
分
類
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の

『白
氏
長
慶
集
』
詩
集

二
十
巻

に
於

い
て
特
異

で
あ
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
詩

の
題
材
か
ら
の
区
別

で
は
な
く
、
颯
諭

・
閑
適

・
感
傷
と
い
う
、
純
然

た
る
詩
の
内
容
、

或
は
そ

の
主
旋
律
を
な
す
感
情
に
於
い
て
分
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
類
方
法
は
、
恐
ら
く
白
氏
自
身
に
よ

っ
て
考
案

さ
れ
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
す
れ
ば
、
白
氏
詩
集
に
存
す
る
か
か
る
四
分
類
の
考
察
は
、
彼
の
文
学
理
論
お
よ
び
文
学
創

作
の
あ
り
方
を
探
る
上
で
正
に
忽
視
で
き
な
い
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
な
る
筈
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
本
稿
で
は
、
表
題
に
も
示
し
た
如
く
、

『
白
氏
文
集
』
を
め
ぐ
る
後
者
の
問
題
、
即
ち
、
そ
の
詩
集
に
見
ら
れ
る
誠
諭

・

閑
適

・
感
傷

・
雑
律

の
四
分
類
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
と
意
味
内
容
と
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
白
居
易
は
何
故
こ
の
よ

う
な
四
分
類
を
考
え
付
い
た
の
か
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
如
何
な
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
か
か
る
点

に
つ
き
、
以
下
些
か
の
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検
討
を
加
え
た
い
と
思
う

の
で
あ
る
。

た
だ

し
、

こ
の
四
分
類
に
関
し
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
る
言
及
が
あ
り
、
中

で
も
近
年
、
次
の
五
氏
に
よ

っ
て
詳
細
な
論

考
が
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
西
村
富
美
子

「白
居
易
の
閑
適
詩
に
つ
い
て

下
邦
退
居
時

ー

」

『古
田
教
授
退
官
記
念
中
国
文
学
語
学
論
集
』

一
九
八
五
東
方
書
店

○
高
木

重
俊

「
白
居
易
の
閑
適
詩
」
東
書
国
語
二
七
三
号

・
一
九
八
七
、
六
月

○

同

「
白
居
易

『
元
九
に
与
う
る
書
』

『
調
諭
詩
』
と

『
閑
適
詩
』

=

」

伊
藤
虎
丸

・
横
山
伊
勢
雄
編

『
中
国
の
文
学
論
』

一
九
八
七
汲
古
書
院

○
下
定

雅
弘

「
白
居
易
の
閑
適
詩

1

そ
の
理
論
と
変
容

ー

」

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
学
科
論
集

二
五
号

・
一
九
八
七
、
三
月

○

同

「
白
居
易
詩

の
転
形
期

「

江
州
時
代
か
ら
杭
州
時
代

へ
ー

」

同
右
二
六
号

・
一
九
八
七
、
十
月

○

同

「
白
居
易
の
感
傷
詩
」

帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集

二
四
集

・
一
九
八
九
、
十
二
月

○
成
田

静
香

「
『
白
氏
長
慶
集
』
の
四
分
類
の
成
立
と
そ
の
意
味
」

集
刊
東
洋
学
六

一
号

・
一
九
八
九
、
五
月

○
川
合

康
三

「
白
居
易
閑
適
詩
孜
」
未
名
九
号

・
一
九
九

一
、
三
月

従

つ
て
本
稿
の
論
述
も
、
従
来

の
研
究
、
就
中
、
上
掲
五
氏
の
説
に
啓
発
さ
れ
導
か
れ
る
と
こ
ろ
少
な
く
な

い
。

こ
こ
に
記
し
て
敬

意
を
表

し
、
非
礼
に
わ
た
る
点
あ
ら
ば
と
、
予
め
寛
怒
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
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白
居
易
に
お
け
る
詩
集
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に
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
号

四
分

類
の
解
釈
に

つ
い
て
、
従
来
の
研
究
お
よ
び
上
掲
五
氏
の
論
考
が
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
最
も
基
礎
と
し
て
お
ら
れ
る
資
料
は
、
次

に
挙
げ
る

「與
元
九
書
」

(元
和
十
年

・
一
四
八
六
、
在
江
州
)
中
の

一
節

で
あ
る
。

僕

数
月
よ
り
來
、
嚢
秩
中
を
検
討
し
、
新
薔
の
詩
を
得
、
各

》
類
を
以
て
分
か
ち
、
分
か
ち
て
巻
目
と
爲
す
。

拾
遺
よ
り
來
、
凡

そ
遇
ふ
所
感
ず
る
所
、
美
刺
興
比
に
關
す
る
者
、

又
武
徳
よ
り
元
和
に
詑
る
、
事
に
因
り
て
題
を
立
て
、
題
し

て
新
樂
府
と
爲
せ

る
者
、
共
に

一
百
五
十
首
、
之
れ
を
課
諭
詩
と
謂
ふ
。
又
或
は
公
よ
り
退
き
て
濁
り
虜
り
、
或
は
病
を
移
げ

て
閑
居
し
、
足
る
を

知

り
和
を
保
ち
、
情
性
を
吟
翫
せ
し
者
、

一
百
首
、
之
れ
を
閑
適
詩
と
謂
ふ
。
又
事
物

の
外
に
牽
か
れ
、
情
理

の
内
に
動
き
、
感

遇

に
随
ひ
て
歎
詠
に
形
る
る
者
、

一
百
首
有
り
、
之
れ
を
感
傷
詩
と
謂
ふ
。
又
五
言
七
言
、
長
句
絶
句
の
、

一
百
韻
よ
り
雨
韻
に

至
る
者
、
四
百
絵
首
有
り
、
之
れ
を
雑
律
詩
と
謂
ふ
。
凡
て
十
五
巻
と
爲
し
、
約
八
百
首
。

即
ち
、
白
居
易
は
、
左
拾
遺
拝
命
以
後
、
美
刺
興
比
に
関
す
る
詩
歌
を

「調
諭
」
と
し
、
ま
た
、
公
務

の
鹸
暇
等

に
己
が
自
由
自
適

の
性
情

を
説
く
作
品
を

「閑
適
」
と
し
、
外
的
な
事
象

に
衝
き
動
か
さ
れ
、

一
時
の
感
興
に
随

つ
て
詠
み
綴

つ
た
も

の
を

「感
傷
」
と

し
て
分

類
し
、
以
下
、
残
る
五
言
七
言
の
今
体
詩

(律
詩

・
絶
句
)
を

「
雑
律
」
と
し
て
分
類
し
た
と
自
ら
規
定
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
四
分
類
に
は
自
ず
と
等
級
が
あ

っ
た
。
再
び

「與
元
九
書
」
に
曰
く
、

古
人
云
ふ
、
窮
す
れ
ば
即
ち
濁
り
其
の
身
を
善
く
し
、
達
す
れ
ば
則
ち
兼
ね
て
天
下
を
濟
ふ
、
と
。
…
…
故
に
僕
が
志
は
兼
濟

に

在
り
、
行
は
猫
善
に
在
り
。
奉
じ
て
之
れ
を
始
終
す
れ
ば
、
則
ち
道
と
爲
り
、
言
ひ
て
之
れ
を
護
明
す
れ
ば
、

則
ち
詩
と
爲
る
。

之
れ
を
誠
諭
詩
と
謂
ふ
は
、
兼
濟

の
志
な
り
。
之
れ
を
閑
適
詩
と
謂
ふ
は
、
猫
善
の
義
な
り
。
故
に
僕
が
詩
を
覧
る
は
、
僕

の
道

を
知
る
な
り
焉
。
其

の
絵

の
雑
律
詩
は
、
或
は

一
時

一
物
に
誘
は
れ
、

一
笑

一
吟
に
褒
し
、
率
然
と
し
て
章
を

成
せ
る
な
れ
ば
、

平
生
の
尚
ぶ
所
の
者
に
非
ず
。
但
だ
親
朋
合
散

の
際
を
以
て
、
其
の
恨
み
を
繹
き
惟
び
を
佐
く
る
に
取
る
。
今
鎗
次
の
間
に
、
未

だ
冊
去
す
る
能
は
ざ
る
も
、
他
時
我
が
爲
に
斯
文
を
編
集
す
る
者
有
ら
ば
、
之
れ
を
略
す
る
も
可
な
り
。

即
ち
、
兼
済

・
独
善
と

い
う
孟
子
の
思
想
に
根
拠
を
求
め

つ
つ
、
謁
諭
詩
を
兼
済
の
志
を
述
べ
た
も
の
、
ま
た
、
閑
適
詩
を
独
善

の

義
を
具
現
し
た
も
の
と
し
て
二
者
を
上
位
に
置
き
、
そ
の
絵
の
感
傷

・
雑
律
詩
を
取
る
に
足
ら
ぬ
も
の
と
し
て
下
位

に
退
け
た
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、

こ
の
書
簡
は
元
和
十
年

(
八

一
五
)
白
居
易
江
州
司
馬
左
遷
中

に
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
掲
の
如
く
、

こ

一24一



の
時
、
白
氏
は
自
己
の
作
品
を
は
じ
め
て
十
五
巻
の
詩
集
と
し
て
編
纂
し
、
同
時
に
こ
の
四
分
類
を
導
入
し
た
の
で
あ

つ
た
。
従

っ
て
、

こ
の
書
簡
文
中
に
見
え
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
第

一
に
、
白
氏
自
身
が
語

っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、

こ
の
詩

集
十

五
巻
が
編
ま
れ
て
間
も
な

い
頃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
は
、
か
か
る
発
言
の
相
手
が
白
氏
の
親
友
元
積

で
あ
る
こ

と
等
を

理
由
と
し
て
、
極
め
て
信
葱
性
の
高

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
掲
五
氏
を
含
む
従
来
の
所
説
も
、
概
ね
か
か
る
観
点
か
ら
、

全
て
こ
の

「
與
元
九
書
」
の
説
明
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
全
面
的
に
採
用
し
、
そ
の
考
察

の
出
発
点
と
し
て
依
擦
し
て
来
ら
れ
た
よ
う
に

見
受

け
ら
れ
る
。

然

る
に
、
こ
こ
に
は

一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、

こ
の

「
與
元
九
書
」
に
見
え
る
四
分
類
の
規
定
が
、
た
と
え
白
氏
本
人
の
言
で

あ
る
と

し
て
も
、
そ
れ
が
実
際

の
作
品
分
類
の
段
階
に
於
い
て

一
体
ど
の
程
度
ま

で
有
効
性
を
持

つ
て
い
た
の
か
、

つ
ま
り
、
こ
の
規

定
と
実

際
の
分
類
と
の
間
に
は
全
く
相
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
無
い
の
か
と
い
う
点

で
あ
る
。

言
は
意
を
尽
く
さ
ず
、
と

い
う
。
思
う
に
、
多
く
の
藝
術
家
が
そ
う
で
あ
る
様
に
、
理
論
と
実
践
と
は
往

々
に
し

て
食

い
違
う
も
の

で
あ
り
、
こ
こ
で
も
当
然
な
が
ら
そ
の
点

に
注
意
が
払
わ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

こ
の
四
分
類
は
単
な
る
題
材
や
形
式

か
ら

の
類
別
で
な
く
、
詩
の
内
容
に
深
く
関
わ

つ
て
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
考
え
を
巡
ら
せ
る
な
ら
ば
、
白
氏
は
何
故

こ
の
よ
う
に
し

て
ま

で
自
己
の
作
品
を
分
類
す
る
必
要
が
あ

つ
た
の
か
、
何
が

一
体
彼
を
し
て
自
己
の
作
品
を
こ
の
よ
う
に
分
け
し

め
た
の
か
、
と
い

う
根

底
的
な
疑
問
に
も
思

い
到
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
こ
と
に
関
し
て
先
の

「與
元
九
書
」
は
何
ら
解
答
を
示
さ
な
い
。

一
体

我
々
は
、
か
か
る
問
題

に
つ
い
て
、
如
何
な
る
角
度
か
ら
如
何
な
る
理
解
を
す
れ
ば
良

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
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*

さ

て
、

四
分
類
の
内
、
雑
律
詩
と
い
う
分
類
の
み
は
、
先
述
の
如
く
、
今
体
詩

(五
言
七
言
の
律
詩
絶
句
)
を
意
味

し
、
唯

一
、
詩

の

形
態

の
上
か
ら
機
械
的
に
区
別
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
残

る
古
体
詩

(主
と
し
て
五
言
古
詩
)
三
分
類
の
内
、
第

一
番
の
謁
諭
詩

と
い
う
の
も
、
詩
経
の
伝
統
に
則
り
、
社
会
の
悪
幣

や
矛
盾
に
鋭
く
迫
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
内
容
上
比
較
的
容
易
に
分

別
出
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
本
稿
で
は
、
特
に
残
る
閑
適

・
感
傷

二
分
類
の
区
別
に
問
題
の
的
を
絞

っ
て
考

え
て
ゆ
く
こ
と
と

白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の
一
考
察

(静
永
)
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し
た
い
。

先
の

「
與
元
九
書
」
の
定
義
に
従
え
ば
、
閑
適
詩
と
は
、

一
個
の
人
間
と
し
て
自
由
自
適
の
心
境
を
う
た
う
も
の
。
感
傷
詩
と
は
、

則
ち
同

じ
く
個
人
的
詠
懐
を
主
と
し
な
が
ら
も
、
自
適
の
心
境
と
は
無
関
係
に
、
物
事

の

一
時
の
外
発
的
衝
動
に
拠

っ
て
作
ら
れ
た
詩
、

と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
今
実
際
に
双
方
の
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
見
比
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
往

々
に
し
て
か
か
る
定

義
で
は
説
明
し
尽
く
せ
ぬ
も
の
、
更
に
は
、
却

っ
て
全
く
相
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
も
の
が
存

在
す
る
こ
と
に
気

付
か
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

新
裁
竹

佐
邑
意
不
適

閉
門
秋
草
生

何
以
娯
野
性

種
竹
百
絵
董

見
此
渓
上
色

憶
得
山
中
情

有
時
公
事
暇

壷
日
続
欄
行

勿
言
根
未
固

勿
言
陰
未
成

已
畳
庭
宇
内

稽
稽
有
鯨
清

最
愛
近
窓
臥

秋
風
枝
有
聲

新
た
に
裁
ゑ
し
竹

佐
邑

意
に
適
せ
ず

門
を
閉
じ

秋
草
生
ず

何
を
以
て
か
野
性
を
娯
し
ま
し
め
ん

竹
を
種
う

百
籐
茎

此
に
漢
上
の
色
を
見
れ
ば

山
中
の
情
を
憶
ひ
得
た
り

時
有
り
て

公
事
の
暇
に

尽
日

欄
を
続
り
て
行
く

言
ふ
勿
れ

根
未
だ
固
か
ら
ず
と

言
ふ
勿
れ

陰
未
だ
成
ら
ず
と

已
に
覚
ゆ

庭
宇
の
内

稽
稽
と
し
て

鯨
清
有
る
を

最
も
愛
す

窓
に
近
づ
き
て
臥
し

秋
風

枝
に
声
有
る
を

(○
三
九
五
、
巻
九
、
感
傷
、
整
屋
県
尉
時
作
)
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こ
の
詩
は
、
元
和
元
年

(
八
○
六
)
整
屋
県
尉
赴
任
中
の
作
。
自
宅

の
庭
に
植
え
ら
れ
た
竹
叢

に
題
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
分
類
上
、

こ
の
詩

は
感
傷
詩
に
属
し

て
い
る
。
し
か
し
、
第
七
句

「
有
時
公
事
暇
」
と
あ
る
如
く
、

こ
の
詩
の
内
容
は
全
く
以

て
閑
適
詩
と
し
て

相
応
し

い
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
も
同
じ
く
感
傷
詩
中
の

一
首
で
あ
る
。

禁
中
月

海
上
明
月
出

禁
中
清
夜
長

東
南
櫻
殿
白

稽
稽
上
宮
暗

浄
落
金
塘
水

明
浮
玉
砺
霜

不
比
人
間
見

塵
土
汚
清
光

(
○

四
0

一 禁
中

の
月

海
上
に
明
月
出
で

禁
中

清
夜
長
し

東
南
に

楼
殿
白
く

稽
梢
と
し
て
宮
糖
に
上
る

浄
落
す

金
塘
の
水

明
浮
す

玉
醐
の
霜

比
せ
ず

人
間
に
見
ゆ
る

塵
土

の
清
光
を
汚
す
に

、
巻
九
、
感
傷
、
翰
林
学
士
時
作
)

翰
林
学
士
と
し
て
宮
中
に
宿
直
す
る
白
居
易
は
、
そ
こ
よ
り
仰
ぎ
見
る
月
光
に
、
俗
世
を
離
れ
た

一
種
の
清
ら
か
さ
を
認
め
て
い
る
。

こ
れ
も
、
内
容
と
し
て
は
正
し
く
閑
適
に
属
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
因
み
に
、
清
儒
何
悼

(
義
門
)
は
、

こ
の
詩

に
つ
い
て

「
此
の

篇
何
を

以
て
か
感
傷

に
在
る
、
更
に
宜
し
く
参
取
す

べ
し
。
」
と
評
す
る
。
彼
も
ま
た

こ
の
詩
が
感
傷
詩
と
し
て
分

類
さ
れ

て
い
る
こ

と
に
疑
問
を
懐

い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
閑
適
詩
の
側
も
問
題
無
し
と
は
言
え
な
い
。
次
の
詩
は
弟
白
行
簡
の
息
子
阿
亀
と
、
白
氏
自
身

の
娘
羅
児

と
を
歌

っ
た
も
の

で
あ
る
。弄

亀
羅

亀

・
羅
を
弄
す

有
姪
始
六
歳

姪
有
り

始
め
て
六
歳

白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の

一
考
察

(静
永
)
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字
之
爲
阿
縮

有
女
生
三
年

其
名
日
羅
児

一
始
學
笑
語

一
能
諦
歌
詩

朝
戯
抱
我
足

夜
眠
枕
我
衣

汝
生
何
其
晩

我
年
行
已
衰

物
情
少
可
念

人
意
老
多
慈

酒
美
寛
須
壊

月
圓
終
有
藺

亦
如
恩
愛
縁

乃
是
憂
悩
資

畢
世
同
此
累

吾
安
能
去
之

之
れ
に
字
し
て

阿
亀
と
為
す

女
有
り

生
ま
れ

て
三
年

其
の
名
を
ば

羅
児
と
日
ふ

一
は
始
め
て
笑
語
を
学
び

一
は
能
く
歌
詩
を
論
ん
ず

朝
に
戯
れ
て

我
が
足
を
抱
き

夜
に
眠
り
て

我
が
衣
を
枕
と
す

汝
生
ま
る
る
こ
と

何
ぞ
其
れ
晩
き
や

我
が
年

行
く
已
に
衰

へ
な
ん
と
す

物
情

少
く
し
て
念
ふ
べ
く

人
意

老
い
て
多
く
慈
し

酒
美
き
も

寛
に
は
須
ら
く
壊
ゆ
る
べ
し

月
円
か
な
る
も

終

に
は
藺
く
る
有
ら
ん

亦
た

恩
愛
の
縁

の

乃
ち
是
れ

憂
悩

の
資
な
る
が
如
し

世
を
挙
げ
て

此

の
累
ひ
を
同
に
す

吾
れ

安
ん
ぞ
能
く
之
れ
を
去
ら
ん

(〇
三

一
二
、
巻
七
、
閑
適
、
江
州
司
馬
時
作
)

幼
な
き
我
が
子

へ
の
愛
情
は
、
人
間
誰
し
も
が
持

つ
感
情
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
こ
の
詩
の
内
容
は
正
し
く
感
傷

に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。

周
知
の
如
く
、
感
傷
詩
群
中
に
は
、
夫
折
し
た
白
氏
の
長
女
金
攣
子

へ
の
詩
篇
や
、

「観
児
戯
」
と
題
す
る
こ
れ
と
同
趣
向

の

詩
も
存

在
す
る
。
さ
れ
ば
、

こ
の

「弄
亀
羅
」
詩
の
み
が
何
故
閑
適
詩

に
分
類
さ
れ
た
の
か
、

こ
れ
は
極
め
て
不
可
解
な
問
題
と
な
る

筈

で
あ
る
。
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一
体
、
こ
の
閑
適

・
感
傷
両
詩
群
は
、
本
当
に

「
與
元
九
書
」
に
説
明
さ
れ
た
通
り
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の

諸
例
を
見
る
に
、
私
に
は
、
そ
の

「與
元
九
書
」
に
於
け
る
白
居
易
の
規
定
そ
の
も
の
に
も
、
強
い
疑
問
の
念
を
懐

か
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。

で
は
、
閑
適

・
感
傷
両
詩
群
の
真
の
分
岐
点
は
那
辺
に
あ
る
の
か
。
私
は
こ
こ
で
、
先

の

「
與
元
九
書
」
の
規
定
を

一
旦
棚
上
げ
に

し
、
両
詩
群
中
に
登
場
す
る
人
物
、
と
り
わ
け
白
氏
の
詩
友
元
積
に
つ
い
て
着
目
し
、
以
下
そ
の
把
握
検
証
に
勉
め
た
い
と
思
う
の
で

あ
る
。

二

 

白
居
易
に
と

つ
て
唯

一
無

二
の
親
友
が
元
積
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
文
学

の
最
大
の
理
解
者
で
も
あ

っ
た
こ
と
は
既
に
贅
言
を
要
し

な
い
が
、
特
に
こ
の
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
彼
元
積
が
深
く
関
係
す
る
の
は
、
上
掲
四
分
類
の
説
明
が
、
そ
も
そ
も
彼

へ
の
書
簡
文
中

に
於

い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た

こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
と
共
に
、
そ
の
四
分
類
の
見
え
る

『
白
氏
長
慶
集
』
五
十
巻
こ
そ
が
、
長
慶

四
年
、
最
終
的
に
は
彼
の
手
で
序
文
を
付
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
拠
る
。

実
際

の
と
こ
ろ
、
そ
の
時

の
元
積
の
編
集
が
、
果
た
し
て
如
何
な
る
程
度

に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ

つ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
作
品
配
列
を
見
る
に
、
元
積
に
関
わ
る
作
品
が
か
な
り
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
謁
諭
詩
群

中
に
於

い
て
は

「
贈
元
棋
」
と
題
す
る
詩
や

「
和
答
詩
十
首
」
が
あ
り
、
閑
適

・
感
傷

・
雑
律
各
巻
頭

(巻
五

・
巻

九

・
巻
十

二
)
に

於
い

て
は
、
彼
に
関
係
す
る
詩
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
巻
第

一
首
を
飾

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従

っ
て
、
そ
の
閑
適

・
感
傷
両
詩
群
中

に
於
け
る
元
愼
に
関
す
る
詩

の
収
録
状
況
は
、
或
は
、
閑
適

・
感
傷
双
方
の
そ
の
最
も
本
質
的
な
部
分
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
も
推
測
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
以
下
に
、
元
積
に
関
す
る
白
居
易
詩
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

【閑
適

詩
中
に
見
え
る
元
積
に
関
す
る
詩
】
…
…
四
首

・
常
樂
里
閑
居
偶
題
十
六
韻
、
兼
寄
劉
十
五
公
幽
ハ
・
王
十

一
起

・
呂

二
艮

・
呂
四
穎

・
崔
十
八
玄
亮

・
元
九
積

・
劉
三
十
二
敦
質

・
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張
十
五
仲
方
。
時
爲
校
書
郎

(○

一
七
五
、
巻
五

〔巻
頭
〕、
校
書
郎
時
作
)

・
敷
陶
潜
膣
詩
十
六
首
其
七

(○
二

一
九
、
巻
五
、
滑
村
退
居
時
作
)

「
…
我
有
同
心
人
、
逸
逸
崔
與
銭
。
我
有
忘
形
友
、
這
這
李
與
元
。
或
飛
青
雲
上
、
或
落
江
湖
間
。
…
」

・
自
吟
拙
什
、
因
有
所
懐

(0

二
五
六
、
巻

六
、
滑
村
退
居
時
作
)

「
…
此
外
復
誰
愛
、
唯
有
元
微
之
.
　
向
江
陵
府
、
三
年
作
判
司
。
相
去

二
千
里
、
詩
成
遠
不
知
。
…
」

・
昔
與
微
之
在
朝
日
、
同
蓄
休
退
之
心
、
造
今
十
年
、
倫
落
老
大
、
追
尋
前
約
、
且
結
後
期

(0
三

一
六
、
巻

七
、
江
州
司
馬
時

作
)

【感
傷
詩
中
に
見
え
る
元
積

に
関
す
る
詩
】
…
…
十
九
首

・
西
明
寺
牡
丹
花
時
憶
元
九

(
○
三
九

二
、
巻
九

〔巻
頭
〕、
校
書
郎
時
作
)

・
権
摂
昭
鷹
、
早
秋
書
事
、
寄
元
拾
遺
、
兼
呈
李
司
録

(〇
三
九
四
、
巻
九
、
整
屋
県
尉
時
作
)

・
別
元
九
後
詠
懐

(〇
四
○
四
、
巻
九
、
翰
林
学
士
時
作
)

・
寄
元
九

(0
四
○
七
、
巻
九
、
翰
林
学
士
時
作
)

・
春
暮
寄
元
九

(○
四
○
八
、
巻
九
、
翰
林
学
士
時
作
)

・
勧
酒
寄
元
九

(〇

四

一
六
、
巻
九
、
翰
林
学
士
時
作
)

・
立
秋
日
曲
江
憶
元
九

(○
四

一
九
、
巻
九
、
翰
林
学
士
時
作
)

・
初
與
元
九
別
後
、
忽
夢
見
之
、
及
膳
而
書
適
至
、
兼
寄
桐
花
詩
、
恨
然
感
懐
、
因
以
此
寄

(○
四
二

一
、
巻
九
、
翰
林
学
士
時

作
)

・
和
元
九
悼
往

(〇
四
二
二
、
巻
九
、
翰
林
学
士
時
作
)

・
感
逝
寄
遠
、
寄
通
州
元
侍
御
、
果
州
崔
員
外
、
澄
州
李
舎
人
、
鳳
州
李
郎
中

(〇
四
四
五
、
巻
九
、
江
州
司
馬
時
作
)

・
寄
元
九

(〇
四
四
九
、
巻
十
、
滑
村
退
居
時
作
)

・
寄
元
九

(○
四
六
五
、
巻
十
、
滑
村
退
居
時
作
)

・
寄
微
之
三
首

(○
四
九
四

・
〇
四
九
五

・
○
四
九
六
、
巻
十
、
江
州
司
馬
左
遷
途
次
作
〉
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・
春
晩
寄
微
之

(〇
五
〇
三
、
巻
十
、
江
州
司
馬
時
作
)

・
感
秋
懐
微
之

(○
五

一
四
、
巻
十
、
江
州
司
馬
時
作
)

・
夢
與
李
七
、
庚

三
十

二
、
同
訪
元
九

(〇
五
二
二
、
巻
十
、
江
州
司
馬
時
作
)

・
山
石
榴
、
寄
元
九

(〇
五
九
三
、
巻
十
二
、
江
州
司
馬
時
作
)

一
目
に
し
て
瞭
然
と
す
る
様
に
、
双
方
に
は
そ
の
数
量
に
於
い
て
の
圧
倒
的
な
格
差
が
あ
る
。
即
ち
、
感
傷
詩

で
は
合
わ
せ
て
十
九

首
を
数

え
た
そ
の
作
品
数
が
、
閑
適
詩
で
は
四
首
。
し
か
も
、
そ
の
四
首
の
内
詩
題
に
元
積

の
名
が
見
え
る
の
は
、
僅
か
に
二
首
を
数

え
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

閑
適

・
感
傷
と
い
う
双
方

の
名
称
を
考
え
る
に
、
親
友
元
積

へ
の
篤
き
友
情

の
詩
が
、
感
傷
詩
の
側
に
よ
り
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、

或
は
当

然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
作
者
白
居
易
に
と

っ
て
、
そ
の
文
学
の
最
大
の
理
解
者

で
あ
る
筈
の
元
積

へ
の
詩
が
、

調
諭
詩
と
共
に
上
位

に
置
か
れ
る
べ
き
閑
適
詩

に
か
く
も
少
な
く
、
他
方
、
雑
律
詩
と
共
に
評
価

の
低

い

(先
の

「
與
元
九
書
」
の
言
を

借
り
れ
ば

「略
し
て
も
可
な
る
」
)
感
傷
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
我
々
に
少
し
く
意
外
な
印
象
を
与
え
る
。

然
る

に
、
こ
こ
で
更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
双
方

の
質
的
な
格
差
で
あ
る
。

感
傷

詩
群
中
に
見
え
る
元
積

に
関
す
る
詩
は
、
次
に

一
例
を
示
す
如
く
、
相
手
を
真
正
面
に
見
据
え
、
言
わ
ば
双
方
が
対
話
し
て
い

る
よ
う

に
そ
の
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

西
明
寺
牡
丹
花
時
憶
元
九

西
明
寺
の
牡
丹
の
花
の
時

元
九
を
憶
ふ

前
年
題
名
庭

今
日
看
花
來

一
作
芸
香
吏

三
見
牡
丹
開

豊
猫
花
堪
惜

方
知
老
暗
催

前
年

題
名
せ
し
処

今
日

花
を
看
に
来
た
る

一
た
び
芸
香
の
吏
と
な
り

三
た
び
牡
丹
の
開
く
を
見
ゆ

山豆
に
独
り
花
の
惜
し
む
に
堪
ふ
る
の
み
な
ら
ん
や

方
に
知
る

老

い
の
暗
に
催
す
を

白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の
一
考
察

(静
永
)
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何

況
尋
花
伴

何
ぞ
況
ん
や

花
を
尋
ね
し
伴

(
=
元
積
)
の

東
都
去
未
　

東
都

に
去
り
て
未
だ
　
ら
ざ
る
を

誕
知
紅
芳
側

謳
ん
ぞ
知
ら
ん

紅
芳

の
側

春
壼
思
悠
哉

春
尽
き
て

思
ひ
悠
な
る
哉

し
か
し
、
閑
適
詩
四
首
の
内
、

「
常
楽
里
閑
居
偶
題
」
詩
を
除
く
他

の
三
作
品
は
、
い
ず
れ
も
、
彼
元
積

へ
の
対
話
を
と
い
う
よ
り

は
、
何

が
し
か

〈
第
三
者
を
意
識
〉
し
た
、
言
わ
ば
紹
介
文
的
な

口
調
を
強
く
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
過
ぎ
ゆ
く

春

に

二
人
の
心
情
を
唯

「
思
悠
哉
」
と
し

て
ま
と
め
た
先
の
感
傷
詩

の
場
合
と
、
そ
の
方
法
を
全
く
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

敷
陶
潜
膿
詩
十
六
首

其
七

陶
潜
の
体

に
敷
ふ
詩
十
六
首

其
の
七

中
秋
三
五
夜

明
月
在
前
軒

臨
膓
忽
不
飲

憶
我
平
生
歓

我
有
同
心
人

逸
遊
崔
與
銭

我
有
忘
形
友

這
這
李
與
元

或
飛
青
雲
上

或
落
江
湖
間

中
秋

三
五
の
夜

明
月

前
軒

に
在
り

膓

に
臨
み

忽
と
し
て
飲
ま
ざ
る
は

我
が
平
生

の
歓
を
憶

へ
ば
な
り

我
に
同
心
の
人
有
り

逸
逸
た
る
崔

(至
)
と
銭

(徽
)

我
に
忘
形

の
友
有
り

這
這
た
る
李

(紳
)
と
元

(積
)

或
は
飛
ぶ

青
雲
の
上

或
は
落

つ

江
湖
の
間

(以
下
略
)

白
居

易
の
閑
適
詩
が
か
か
る
表
現
に
な
る
理
由
を
考
え
る
に
、

一
つ
に
は
、
そ
れ
ら
の
詩
の
題
に

「贈
元
九
」
或

は

「
寄
微
之
」
と

い
っ
た
直
接
相
手
を
指
す
言
葉
が
無
い
こ
と
も
大
い
に
関
係
し
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た

〈第

三
者
を
意
識
〉
し
た
口
調
は
、
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こ
の
閑
適
詩
全
体
の
本
質
を
も
如
実
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
点
に
関
聯
し
て
更
に
思
い
あ
わ
さ
れ
る
の
が
、

残
る

「常
楽
里
閑
居
偶
題
」

の
詩
で
あ
る
。

常
樂
里
閑
居
偶
題
十
六
韻
、
兼
寄
劉
十
五
公
輿

・
王
十

一
起

・
呂
二
艮

・
呂
四
穎

・
崔
十
八
玄
亮

・
元
九
積

・
劉
三
十
二
敦
質

・

張
十
五
仲
方
。
時
爲
校
書
郎

常
樂
里
閑
居
偶
題
十
六
韻
、
兼
ね

て
劉
十
五
公
輿

・
王
十

一
起

・
呂
二
艮

・
呂
四
穎

・
崔
十
八
玄
亮

・
元
九
積

・
劉
三
十

二
敦
質

・
張
十
五
仲
方
に
寄
す
。
時
に
校
書
郎
た
り

帝
都
名
利
場

鶏
鳴
無
安
居

濁
有
獺
慢
者

日
高
頭
未
硫

工
拙
性
不
同

進
退
　
途
殊

幸
逢
太
平
代

天
子
好
文
儒

小
才
難
大
用

典
校
在
秘
書

三
旬
爾
入
省

因
得
養
頑
疏

茅
屋
四
五
間

一
馬
二
僕
夫

俸
銭
萬
六
千

月
給
亦
有
絵

帝
都
は
名
利
の
場

鶏
鳴

安
居
無
し

独
り
有
り

獺
慢

の
者

日
高
き
も

頭
未
だ
硫
ら
ず

工
拙

性
同
じ
か
ら
ず

進
退

　
途
に
殊
な
る

幸
ひ
に
太
平
の
代
に
逢
ひ

天
子

文
儒
を
好
め
ば

小
才

大
用
に
難
き
も

典
校
し
て

秘
書
に
在
り

三
旬
に

両

省
に
入
り

因
り
て
頑
疏
を
養
ふ
を
得
た
り

茅
屋

四
五
間

一
馬

二
僕
夫

俸
銭
は
万
六
千

月
》
に
給
ふ
も

亦
た
鯨
り
有
り

白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の
一
考
察

(静
永
)
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銑
無
衣
食
牽

亦
少
人
事
拘

途
使
少
年
心

日
日
常
曇
如

勿
言
無
知
己

躁
静
各
有
徒

蘭
毫
七
八
人

出
庭
與
之
倶

旬
時
阻
談
笑

旦
夕
望
軒
車

誰
能
雌
校
問

解
帯
臥
吾
盧

窟
前
有
竹
玩

門
外
有
酒
沽

何
以
待
君
子

数
竿
封

一
壷

既
に
衣
食

の
牽
無
く

亦
た
人
事

の
拘
せ
ら
る
る
こ
と
少
し

途
に
少
年

の
心
を
し
て

日
日

常
に
曼
如
た
ら
し
む

言
ふ
勿
れ

知
己
無
し
と

躁
静

各

》
徒
有
り

蘭
台
の
七
八
人

出
処

之
れ
と
倶
に
す

旬
時

談
笑
を
阻

つ
れ
ば

旦
夕

軒
車
を
望
む

誰
か
能
く
雌
校
の
間
に

帯
を
解
き
て

吾
が
盧
に
臥
せ
ん

窓
前
に

竹
玩
有
り

門
外

に

酒
沽
有
り

何
を
以
て
か
君
子
を
待

へ
ん

数
竿

に

一
壷
を
対
す

詩
中
、
元
積
は
直
接
に
登
場
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
白
氏

の

一
同
僚

(校
書
郎
)
と
し
て
詩
題
中
に
そ

の
名
が
見
え
る
だ

け
で
あ

る
。
し
か
し
私
は
こ
こ
で
、

こ
の
詩
が

一
度
に
八
人
も
の
、
し
か
も
彼
の
職
務
上
の
同
僚
達
に
寄
せ
ら
れ
た
詩
で
る
こ
と
に
注

目
し
た

い
。
即
ち
こ
れ
は
、
先
の

〈第

三
者
を
意
識
〉
し
た
元
積
に
関
す
る
詩
篇
の
存
在
と
微
妙
に
繋
が
り
を
持

つ
。

つ
ま
り
、
こ
れ

ら
閑
適
詩
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

一
群
は
、
本
来
、

こ
の
巻
頭
の
詩
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
の
職
務
上
の
上
司
や
同
僚
達
に
広
く
自

己
の
作
品
を
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
閑
適

詩

の
第

一
巻

(巻
五
)
内

の
そ
の
他

の
詩
を
見

て
も
、
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・
首
夏
同
諸
校
正
遊
開
元
観
、
因
宿
玩
月

(0

一
七
八
)

・
冬
夜
與
銭
員
外
同
直
禁
中

(○

一
九

一
)

・
和
銭
員
外
禁
中
夙
興
見
示

(○

一
九
二
)

・
夏
日
掲
直
、
寄
瀟
侍
御

(○

一
九
三
)

と

い

っ
た
よ
う
に
、
や
は
り
同
僚
達
と
の
唱
和
の
詩
、
ま
た
、
禁
中
に
於

い
て

〈
公
務

の
絵
暇
〉
と
し
て
詠
み
合

わ
さ
れ
た
と
思
し

き
詩
篇

を
数
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
察
す
る
に
、
当
時
白
居
易
は
、
職
務
上
の
、
所
謂
付
き
合

い
の
詩
と
、
親
し
い
友
人
達
と

の
ざ

っ
く
ば
ら
ん
な
場
面
で
の
詩
と
を
明
確
に
区
別
し
た
の
で
あ

つ
て
、
拠

っ
て
、
か
か
る
詩
歌
群
を
そ
れ
ぞ
れ
閑
適

・
感
傷
と
し
て

名
付
け
分
類
し
た
の
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
公
的
な
時
間
と
私
的
な
時
間
と
が
あ
る
。
ま
た
、
公
的
な
時
間
の
中

で
も
、
緊
張
の
持
続
が
要
求
さ
れ
る
実
質
上

の
職
務

の
時
間
と
、
そ
れ
が
緩
和
さ
れ
る
絵
暇
の
ひ
と
と
き
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
特
に
、
校
書
郎
と
な

つ
て
以
来
、

一
官
吏
と
し
て
宮

中
に
出
仕
し
た
白
居
易
に
と

っ
て
、
か
か
る
三
つ
の
時
間
は
、
各

々
に
か
な
り
の
懸
隔
を
持

っ
て
彼
自
身

の
中
に
迎

え
入
れ
ら
れ

て
い

た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
而
し
て
調
諭

・
閑
適

・
感
傷
と
い
う
三
分
類
は
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
巧
み
に
連
繋
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ

る
。
即
ち
、
天
子
の
上
覧

に
供
す
る
よ
う
な
場
合
、
そ
の
内
容
は
、
詩
経
の
伝
統
に
則
し
た

「誠
諭
」
で
あ

る
べ
き
で
あ
り
、

公
務
の
鹸
暇
に
、
広
く
己
が
同
僚
達

に
見
せ
合
う
詩
と
し
て
は
、
自
己
の
名
利
を

一
切

口
に
し
な
い

「閑
適
」
が
相
応
し
く
、
ま
た
、

親
し
い
友
人
同
士
の
私
的
な
間
柄
で
は
、
情
愛
深
い

「感
傷
」
が
、
そ
の
テ
ー
マ
と
し
て
選
ば
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
白
居
易
は
、
実
に
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
に
、
自
己
の
作
品
を
分
類
し
て
い
た
、
或
は
、
分
類
す
る
必
要

が
あ

っ
た
の
で
は

な
か

っ
た
か
。
私
に
は
、
か
く
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
閑
適

・
感
傷
双
方
に
分
類
さ
れ
る
詩
を
更
に
幅
広
く
渉
猟
し
て
ゆ
く
に
、
や
は
り
こ
れ
ら
を
、
先
述
の
如
く
公
と
私
、
或
は
、

公
務

の
鯨
暇
と
し
て
の
私
と
完
全
な
私
と
い
っ
た
区
別

の
下
に
分
け
得
る
例
を
、
我
々
は
他
に
も
幾

つ
か
見
つ
け
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の
一
考
察

(静
永
)
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聞
早
鶯

日
出
眠
未
起

屋
頭
聞
早
鶯

忽
如
上
林
曉

萬
年
枝
上
鳴

憶
爲
近
臣
時

乗
筆
直
承
明

春
深
視
草
暇

旦
暮
聞
此
聲

今
聞
在
何
庭

寂
箕
溝
陽
城

鳥
聲
信
如

一

分
別
在
人
情

不
作
天
涯
意

豊
殊
禁
中
聴

(
0

二
九

五
、

早
鶯
を
聞
く

日
出

で
て

眠
り
て
未
だ
起
き
ず

屋
頭
に

早
鶯
を
聞
く

忽
と
し
て
上
林
の
暁
の

万
年
の
枝
上
に
鳴
け
る
が
如
し

憶
ふ
ら
く
は

近
臣
た
り
し
時

筆
を
乗
り
て

承
明
に
直
せ
し
を

春
深
く

草
を
視
る
の
暇

旦
暮
に

此
の
声
を
聞
け
り

今
聞
く
は

何
れ
の
処
に
か
在
る

寂
箕
た
る

薄
陽
の
城

鳥
声
は

信
に

一
の
如
き
も

分
別

人
情
に
在
り

天
涯
の
意
を
作
さ
ざ
れ
ば

山豆
に
禁
中
に
聴
く
に
殊
な
ら
ん
や

巻
七
、
閑
適
、
江
州
司
馬
時
作
)

こ
れ
は
閑
適
詩
に
属
し
て
い
る
。
元
和
十
二
年

(
八

一
七
)
白
氏
江
州
司
馬
左
遷
中
の
も

の
で
あ
る
。
調
居
の
あ

る
朝
、
ふ
と
鶯
の

声
を
耳
に
し
た
彼
は
、
翰
林
学
士
と
し
て
天
子
の
側
近
く
仕
え
た
頃
を
回
想
す
る
。
し
か
し
彼
は

「鳥
の
声
は
何
処
も
同
じ
、
そ
の
違

い
は
己
が
心
の
内
に
こ
そ
起
因
す
る
の
だ
」
と
し
て
、
そ
の
思
い
を
強
く
戒
め
て

一
首
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
江
州
時
代

の
作
で
あ

っ
て
も
、
こ
れ
が
感
傷
詩
に
収
め
ら
れ
る
も
の
と
な
る
と
、
そ
の
表
現
は
全
く
相
異

っ
た
も

の

と
な
る
。早

蝉

早
蝉
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六
月
初
七
日

江
頭
蝉
始
鳴

石
楠
深
葉
裏

薄
暮
雨
三
聲

一
催
衰
髪
色

再
動
故
園
情

西
風
殊
未
起

秋
思
先
秋
生

憶
昔
在
東
抜

宮
椀
花
下
聴

今
朝
無
限
思

雲
樹
邊
灘
城

六
月

初
七
日

江
頭
に

蝉
始
め
て
鳴
く

石
楠

深
葉
の
裏

薄
暮

両
三
の
声

一
に
は
催
す

衰
髪
の
色

再
び
は
動
す

故
園
の
情

雲 今 宮 憶 秋 西
樹 朝 塊 昔 思 風

 

(
○

五

一
〇

、

殊
に
未
だ
起
こ
ら
ざ
る
に

秋

に
先
ん
じ
て
生
ず

東
扱
に
在
り
し
と
き

花
下
に
聴
け
り

無
限
の
思
ひ

塗
城
を
邊
ら
ん

巻
十
、
感
傷
、
江
州
司
馬
時
作
)

こ
の
詩
に
於
け
る
白
氏
は
、
夕
方

の
蝉
の
声
に
、
実
に
素
直
に
そ
の
疑
請

の
悲
し
み
を
掻
き
立
て
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
二
首

の
問
に
は
、
春
と
夏
、
早
朝
と
夕
暮
れ
と
い
う
時
間
的
な
差
、
ま
た
、
鶯
と
蝉
と
い
う
題
材
の
差
が
あ
り
、
そ
れ
ら

に
よ
る
状
況
の
変

化
が
、
白
氏
自
身
の
内
面
に
も
微
妙
な
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
同
時
期

(共
に
元
和
十
二
年
作
)
の
、

し
か
も

そ
の
趣
き
を
殆
ど

一
に
す
る
両
詩
を
、

一
方
を
閑
適
に
、
他
方
を
感
傷
に
と
分
別
す
る
意
識
に
は
、
仕
事
上

の
仲
間
等
、
言
わ

ば
誰
に
読
ま
れ
て
も
構
わ
な
い
詩
と
、
我
が
苦
悩
の
胸
中
を
理
解
し
て
く
れ
る
友
に
の
み
見
せ
る
べ
き
詩
、
と
い
っ
た
区
別
が
彼
自
身

の
中
に
自
ず
と
働
い
て
い
た
は
ず

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

更
に
、

一
例
を
挙
げ
る
。

早
朝
賀
雪
、
寄
陳
山
人

早
朝
し
て
雪
を
賀
し
、
陳
山
人
に
寄
す

白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の

一
考
察

(静
永
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
号

長
安
盈
尺
雪

早
朝
賀
君
喜

將
赴
銀
豪
門

始
出
新
昌
里

上
堤
馬
蹄
滑

中
路
蝋
燭
死

十
里
向
北
行

寒
風
吹
破
耳

待
漏
五
門
外

候
封
三
殿
裏

髪
髪
凍
生
泳

衣
裳
冷
如
水

忽
思
仙
遊
谷

暗
謝
陳
居
士

暖
覆
褐
裏
眠

日
高
鷹
未
起

長
安

尺
に
盈

つ
る
雪

早
朝
し
て

君
の
喜
ぶ
を
賀
す

将

に
銀
台
門
に
赴
か
ん
と
し
て

始
ら
新
昌
里
を
出
づ

堤
に
上
り
て

馬
蹄
滑
り

路
に
中
り
て

蝋
燭
死
ゆ

衣 髪 候 待 寒 十
裳 髪 対 漏 風 里

 

(
○

四

二
0

、

忽
と
し
て
思
ふ

暗
謝
す

暖

か
に
褐
裏
を
覆
り
て
眠
り

日
高
き
も
応
に
未
だ
起
き
ざ
る
べ
し

巻
九
、
感
傷
、
翰
林
学
士
時
作
)

北
に
向
か
ひ
て
行
か
ば

耳
を
吹
き
破
ら
ん
と
す

五
門
の
外

三
殿
の
裏

凍
り
て
泳
を
生
じ

冷
え
て
水
の
如
し

仙
遊
谷

陳
居
士か

ぶ

こ
れ
は
、
早
朝
朝
賀

の
出
勤
途
上
の
詩
。
特
に
そ
の
第
五
句
以
後
は
、
雪
の
日
の
辛
苦
を
実
に
リ
ア
ル
に
描
き
、
最
後
に
、
こ
う
し
た

苦
労
を
知
ら
ぬ
陳
山
人
の
安
穏
な
暮
ら
し
に

「
暗
」
に
羨
望
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
詩
と
前
章
の

「
常
楽
里
閑

居
偶
題
」
詩
と
を
比
べ
見
る
に
、
我
々
は
そ
の
内
容
が
全
く
別
人
の
よ
う
に
違
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
自
己
の

官
吏
と
し
て
の
他
位
に
謙
遜
と
満
足
の
意
と
を
以
て
詠
み
綴

つ
た
先

の

「
常
楽
里
閑
居
偶
題
」
詩
と
、
出
仕

の
苦
労
を
率
直
に
吐
露
す

る
こ
の
感
傷
詩
と
は
、
そ
の
内
容
に
於
い
て
全
く
相
容
れ
ぬ
も
の
を
持

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
想
像
す
る
に
、
か
か
る
両
詩
は
、
本
来
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別

々
の
巻
秩
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
公
開

の
場
所
や
相
手
に
も
、
自
ず
か
ら
明
確
な
区
別
制
限
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の

「
早
朝
賀
雪
」
詩
は
、
仙
遊
人
の
隠
者
に
見
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ

て
も
、
宮
廷
内
に
於
い
て
、
天
子
に
仕
え
る

一
員

と
し
て
公
開
す
る

こ
と
は
、
や
は
り
差
し
控
え
る
べ
き
内
容

の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
.

感
傷

詩
内
に
は
、
更
に
次
の
よ
う
な
詩
も
あ
る
。

思
蹄
。
時
初
爲
校
書
郎

帰
を
思
ふ
。
時
に
初
め
て
校
書
郎
た
り

養
無
農
昏
膳

隠
無
伏
騰
資

途
求
及
親
禄

偲
挽
來
京
師

薄
俸
未
及
親

別
家
已
経
時

冬
積
温
席
懸

春
違
採
蘭
期

夏
至

一
陰
生

稻
稽
夕
漏
遅

塊
然
抱
愁
者

夜
長
猫
先
知

悠
悠
郷
關
路

夢
去
身
不
随

坐
惜
時
節
攣

蝉
鳴
塊
花
枝

養
に

農
昏
の
膳
無
く

隠
に

伏
騰
の
資
無
し

遂
に
及
親

の
禄
を
求
め

俺
挽
し
て
京
師
に
来
た
る

薄
俸

未
だ
親
に
及
ぼ
ず

別
家

已
に
時
を
経
た
り

冬

に
は
積
る

温
席
の
恋

春

に
は
違
ふ

採
蘭
の
期

夏
至
り
て

一
陰
生
じ

稽
梢

夕
漏
遅
し

塊
然
と
し
て
愁

ひ
を
抱
く
者
は

夜

の
長
き
を
独
り
先
ず
知
り
ぬ

悠
悠
た
る
郷
関

の
路

夢
去
る
も

身
は
随
は
ず

坐
う
に
惜
し
む

時
節
変
は
り

蝉
は
鳴
く

塊
花
の
枝

白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の

一
考
察

(静
永
)
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(〇
四
二
七
、
巻
九
、
感
傷
、
校
書
郎
時
作
)

こ
の
詩
は

「時
初
爲
校
書
郎
」

の
自
注
に
示
さ
れ
る
通
り
、
奇
し
く
も
前
章

「
常
楽
里
閑
居
偶
題
」
詩
と
時
期
を
相
同
じ
く
す
る
。

し
か
し
、

こ
の
詩
に
於
い
て
注
意
さ
れ
た
い
の
は
、
彼
は
、
こ
の
詩

の
中
で
は
、
校
書
郎
の
役
職
に
つ
い
て
全
く
不
満
足
の
意
を
表
し

て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
俸
給
に
関
し
て
は
、
第
五
句

「薄
俸
未
及
親
」
と
し
て
、
そ
の
少
な
さ
を
歎
い

て
い
る
。
こ
れ
は

明
ら
か
に
常
楽
里
の
詩
の

「俸
銭
萬
六
千
、
月
給
亦
有
絵
」
と
相
矛
盾
す
る
言
い
ぐ
さ
で
あ
る
。

思
う

に
、

「思
蹄
」
と
題
す
る
こ
の
詩
は
、

「常
楽
里
閑
居
偶
題
」
詩
と
同
時
期
の
作

で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
制
作
当
初
よ
り
全

く
別
な
詩
巻
に
書
き
留
め
ら
れ
、
そ
の
公
開
の
場
所
や
相
手
に
も
自
ず
と
制
限
が
あ

つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
公
務

の
絵
暇
に
、
仕

事
上
の
同
僚
達
に
広
く
公
開
す
る
場
合
と
、
私
邸
に
戻
り
、
気
心
の
通
い
合

っ
た
仲
間
に
だ
け
見
せ
る
場
合

(そ
こ
に
は
当
然
元
積
が

い
た

で
あ
ろ
う
)
と
は
、
本
来
そ
の
雰
囲
気
に
も
違

い
が
あ

っ
た
筈

で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
閑
適
詩
と
感
傷
詩
と

で
そ
の
内
容
が

一

八
〇
度

逆
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

一
向
に
差
し
支
え
る
も
の
で
は
な
く
、
従

っ
て
、
各
詩
巻
に
区
別
が
生
じ

る
こ
と
も
、
或
は

至
極
当

然
な
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
調
諭

・
閑
適

・
感
傷
と
い
う
分
類
は
、
実
に
こ
の
よ
う
な
形
で
、
詩
の
情
趣
と
は
殆

ど
無
関

係
に
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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四

元
和

五
年

(
八

一
〇
)、
洛
陽
の
監
察
御
史
で
あ

っ
た
元
積
が
、
突
如
江
陵
に
左
遷
さ
れ
る
と

い
う
事
件
が
起
こ

っ
た
。
そ
の
時
の

事
に
つ
い
て
、
白
氏
は
次
の
よ
う
な
回
想

の
文
章
を
残
し
て
い
る
。

五
年
春
、
微
之
東
毫
よ
り
來
た
り
、
日
を
数
え
ず
し
て
、
又
江
陵
士
曹
の
橡
に
左
轄
せ
ら
る
。
…
…
是

の
夕
、
足
下
山
北
の
寺
に

次

る
も
、
僕
職
役
あ
り

て
去
く
を
得
ず
、
季
弟

(
口
白
行
簡
)
に
命
じ
て
行
を
送
ら
し
め
、
且

つ
新
詩

一
軸
を
奉
じ
、
執
事
に
致

す
。
凡
て
二
十
章
、
率
ね
興
比
有
り
、
淫
文
鑑
韻
、

一
字
と
し
て
無
し
焉
。
…
…
足
下
の
江
陵
に
到
る
に
及
び
、
路
に
在
り
て
爲

る
所
の
詩
十
七
章
、
凡
そ
五
六
千
言
を
寄
す
。
言
に
爲
有
り
、
章
に
旨
有
り
、
宮
律
の
膣
裁
に
造
ぶ
ま

で
、
皆
作
者

の
風
を
得
た

り
。
絨
を
獲
き
巻
を
開
く
に
、
且
つ
は
喜
び
且
つ
は
怪
し
む
。
僕
牛
僧
濡

の
戒
め
を
思
ひ
、
他
人
に
示
す
能
は
ず
。
唯
だ
杓
直



(
"
李
建
)

・
拒
非

(
U
李
復
禮
)

・
及
び
奨
宗
師
の
輩

三
四
人
と
與
に
。
時
に

一
吟
讃
し
て
、
心
に
甚
だ
貴
び
重
ん
ず
。
…

(和
答
詩
序
、
〇

一
○
○
、
巻

二
、
謁
諭
、
翰
林
学
士
時
作
)

さ

て
こ
の

一
文
は
、
本
稿
の
考
察
に
関
し
て
幾

つ
か
の
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
ま
ず
第

一
点
は
、

当
時
白
居
易
は
、
元
愼

へ
の
饅
別
と
し
て
こ
れ
を
贈

っ
た
如
く
、
日
頃
よ
り
十
首

二
十
首
の
単
位

で
新
作
の
詩
篇
を
巻
軸
に
収
め
、
時

に
そ
の
自
作
の

一
部
分
を
公
開
す
る
機
会
が
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
。
ま
た
第
二
点
は
、
か
か
る
習
慣
は
、
元
積
が
そ

の
返
礼
と
し
て
十

七
首

の
詩
巻
を
送
り
寄
せ
た
如
く
、
当
時
の
文
人
間
に
あ

っ
て
、
ほ
ぼ

一
般
化
し
つ
つ
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
。
そ
し
て

更
に
第

三
点
と
し
て
は
、
そ
の
元
積

の
詩
巻
に
対
し
、
白
氏
が

「牛
僧
儒
之
戒
」
を
思
い
、
友
人
三
四
人
の
間
で
し

か
公
開
し
な
か

っ

た
と
言
う
如
く
、
そ
れ
ら
の
詩
巻
は
、
時
と
し
て
公
開
す
る
相
手
を
吟
味
し
制
限
す
る
場
合
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
、

こ
れ

ら
の
こ
と
よ
り
察
す
る
に
、
白
居
易
は
、
元
和
十
年
の

『詩
集
』
十
五
巻
の
編
集
以
前
に
も
、
既
に
小
規
模
な

が
ら
詩
集
の
編
集

を
開

始
し
、
そ
れ
ら
の
詩
巻
は
、
彼
の

一
官
吏
と
し
て
の
微
妙
な
立
場
を
反
映
し
、
幾

つ
か
の

(最
終
的
に
は
四
項

目
の
)
区
分
け
が

な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

当

時
、
詩
文
集
を
印
刷
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
ま
だ
無
い
。
そ
れ
ら
の
伝
播
は
、
全

て
人
か
ら
人

へ
の
筆
写
お

よ
び
口
論
に
拠
る

し
か
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
巻
軸
は
、
自
然
、
公
開
の
場
所
や
人
数
に
も
制
限
が
加
わ

っ
た
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
子

本

の
形
状
を
想
起
す
る
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
詩
稿
は
、
同
じ
系
列

の
も
の
同
士
次
々
と
継
ぎ
足
さ
れ
、
或
は
書
き
加
え
ら
れ
、

一
巻

の
、

整

っ
た
分
量
の
巻
軸
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
白
居
易
の
詩
集
は
、
や
は
り
、
元
和
十
年
の
時
点
に
於
い
て
は
じ
め
て
分
類
さ
れ

成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
既
に
そ
れ
以
前
か
ら
、
①
天
子
に
奉
る
べ
き
正
統
な
詩
歌
群
、
②
宮
中
の
同
僚
達
に
見
せ
る
べ
き
や
や
打
ち

と
け
た
も
の
、
③
元
積
ら
数
人
の
親
族
友
人
間

の
思
い
出
の
詩
集
、
そ
し
て
④
五
言
七
言
の
今
体
詩
、
と
い
っ
た
区
分
が
存
在
し
、
元

和
十
年
に
於
い
て
は
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
謁
諭

・
閑
適

・
感
傷

・
雑
律
と
の
名
称
が
付
け
ら
れ
た
だ
け
だ
と
推
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
與
元
九
書
」
に
お
い
て
白
氏
は
閑
適
詩
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
た
。

或
は
公
よ
り
退
き
て
猫
り
庭
り
、
或
は
病
を
移
げ
て
閑
居
し
、
足
る
を
知
り
和
を
保
ち
、
情
性
を
吟
翫
せ
し
者

、

一
百
首
、
之
れ

を
閑
適
詩
と
謂
ふ
。

ま

た
、
感
傷
お
よ
び
雑
律
詩
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ

っ
た
。

白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の

一
考
察

(静
永
)
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但

だ
親
朋
合
散

の
際
を
以
て
、
其
の
恨
み
を
繹
き
憺
び
を
佐
く
る
に
取
る
。

従
来
、

こ
れ
ら
詩
集

四
分
類
に

つ
い
て
の
検
討
は
、
冒
頭
に
も
述

べ
た
如
く
、
先
ず

「與
元
九
書
」
の
読
解
に
始

ま
り
、
然
る
後
各

名
称
の
由
来
お
よ
び
収
録
作
品
の
分
析

へ
と
い
う
傾
向
に
あ

つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
閑
適

・
感
傷
両
詩
群
の
真

の

分
岐
点
を
探
る
に
、
そ
れ
ら
は
自
由
自
適
、
或
は
、

一
時
の
喜
怒
哀
楽
等
、
各
作
品
の
情
趣
の
違
い
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
上
記
引
用

文
中
に
見
ゆ
る
如
く
、

「
退
公
独
処
」、

「移
病
閑
居
」
お
よ
び

「
親
朋
合
散
之
際
」
と
い
う
、
作
詩
時
の
白
氏
の
立
場
情
況
の
違

い

に
こ
そ
存
在
す
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
央

の
エ
リ
ー
ト

.
コ
ー
ス
を
歩
む
元
和
初
年
当
時
の
白
居
易
に
と

つ
て
、
自
己
の
置
か
れ
た
立
場
に
よ

っ
て
そ

の
詩
の
内
容
を
変

え
る
こ
と
は
、
蓋
し
、

一
官
吏
と
し
て
の
、
言
わ
ば
必
須
の
条
件
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
れ
ば
、
江
州
左
遷
以
後
、

四
分
類

に
変
化

(調
諭
詩
が
な
く
な
る
)
が
生
じ
、
更
に
太
和

二
年

の

『
後
集
』
に
於
い
て
、
そ
の
分
類
そ
の
も
の
が
採
用
さ
れ
な
く
な

っ
た

こ
と
も
、
こ
と
さ
ら
に
中
央
政
界
に
背
を
向
け
続
け
た
彼
の
後
半
生
と
相
侯

っ
て
、
或
は
必
然
的
な
帰
結
で
あ

っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

(
一
九
九

一
年
九
月

二
○
日
、
在
杭
州
)
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注

(
1
)本
稿
は
四
部
叢
刊
初
編
所
収
那
波
道
圓
翻
宋
本

『
白
氏
長
慶
集
』
を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参
照
し
た
。
ま

た
作
品
番
号
は
花

房
英
樹
氏

『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』

に
、
作
品
繋
年
は
朱
金
城
氏

『白
居
易
集
箋
校
』

に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ

い
た
。

(
2
)白
氏
に
は
こ
の
他
に
、
元
積
や
劉
禺
錫
と
の
唱
和
集
等
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
白
氏
自
ら
記
す

「
白
氏
集
後
記
」

(巻
七

一
、
会

昌

五
年
作
)
に
詳
し
い
。

(
3
)
こ
の
詩
集

の
存
在
は

「
編
集
拙
詩
成

一
十
五
巻
因
題
巻
末
戯
贈
元
九
李

二
十
」
詩

(巻
十
六
、
雑
律
、
元
和
十
年
作
)
に
よ

っ
て

判
明
す
る
。

(
4
)本
稿

で
は
那
波
本

『
白
氏
長
慶
集
』

の
前
半
五
十
巻
を
以
て
こ
の
詩
文
集

の
形
態
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。



一注

(
4
)
の
那
波
本
に
は
現
在

=
二
九
九
首
の
詩
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
巻

二
十
の
巻
末

「李
徳
裕
相
公
疑
崖
州
三
首
」

は
、
明
ら
か
に
後
世
の
偽
作
の
混
入
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
省
く
。

「た
だ
し
、
白
氏
以
前
、
既
に
元
積
に
よ

っ
て
詩
集
十
み
疑
が
考
案
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
各
分
類
項

目

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
関
係
は
極
め
て
薄
弱
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
成
田
静
香
氏

「
『
白
氏
長
慶
集
』

の

四
分
類
の
成
立
と
そ
の
意
味
」

(集
刊
東
洋
学
六

一
号

・
一
九
八
九

・
五
月
)
を
参
照
。

一孟
子

・
墨
心
上

「窮
則
猫
善
其
身
、
達
則
兼
善
天
下
。」
ま
た
風
俗
通
義

・
十
反
に

「
孟
輌
亦
以
爲
、
達
則
兼
濟

天
下
、
窮
則
濁

善
其
身
。」
と
あ
る
。

北
京
図
書
館
蔵
失
名
臨
何
悼
校

一
隅
草
堂
刊
本

『
白
香
山
詩
集
』
に
拠
る
。
た
だ
し
筆
者
は
該
書
を
未
だ
実
見
し

て
い
な
い
た
め
、

本
稿

で
は
朱
金
城
氏

『白
居
易
集
箋
校
』

に
引
か
れ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

う
「金
攣
子
曄
日
」

(○
四

一
三
、
巻
九
)

「念
金
攣
子

二
首
」

(〇
四
六
八

・
〇
四
六
九
、
巻
十
)

う〇

四
六
三
、
巻
十
。

思
う
に
、
そ
の
実
質
的
な
編
集
作
業
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
白
氏
本
人
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
そ
の
詩

集

四
分
類
の
考
え
方
は
そ
も
そ
も
白
氏
独
自
の
も

の
で
あ
る
し
、
ま
た
、
文
集
中
随
処
に
付
さ
れ
る
作
品
の
制
作

年
に
関
す
る
自

注

は
、
白
氏
本
人
に
よ

っ
て
記
さ
れ
る
べ
き
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

○
0

一
五
、
巻

一
。

○

一
○
○
～
〇

一
一
〇
、
巻

二
。

「
常
樂
里
閑
居
偶
題
十
六
韻
、
兼
寄
劉
十
五
公
輿

・
王
十

一
起

・
呂
二
艮

・
呂
四
穎

・
崔
十
八
玄
亮

・
元
九
積

・
劉
三
十
二
敦
質

・

張
十
五
仲
方
。
時
爲
校
書
郎
」

(○

一
七
五
、
巻
五
、
閑
適
)

「
西
明
寺
牡
丹
花
時
憶
元
九
」

(〇
三
九
二
、
巻
九
、
感
傷
)

「代
書
詩

一
百
韻
寄
微
之
」

(〇
六
○

八
、
巻
十
三
、
雑
律
)

因

み
に
、
前
章
に
掲
げ
た

「
弄
亀
羅
」
詩
も
、
そ
の
口
吻
は
第

三
者

へ
の
紹
介
文
的
な
調
子
を
持

っ
て
い
た
。

白
居
易
に
お
け
る
詩
集
四
分
類
に
つ
い
て
の

一
考
察

(静
永
)
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本
稿
で
は
調
諭
詩
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
考
察
を
欠
い
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
只
今
別
稿
を
用
意

中
で
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
私
見
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。

元
和
三
年

(
八
〇
八
)
四
月
の
賢
良
方
正
直
言
極
諫
科
に
於
い
て
、
牛
僧
濡
ら
が
時
政
を
厳
し
く
批
判
し
た
答
案
を
提
出
し
及
第

し
た
こ
と
に
よ

っ
て
起
き
た
事
件
。

『善
唐
書
』
巻

一
五
八
章
貫
之
伝

・
同
巻

一
七
六
李
宗
閾
伝
お
よ
び

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三

七
等
に
詳
し
い
。

元
和
十
年
以
前
の
白
氏
の
詩
集
編
纂

の
実
例
は
、
他
の
資
料
に
も
散
見
さ
れ
、
例
え
ば

「與
元
九
書
」
中
に
も

「及
授
校
書
郎
時
、

已
盈
三
四
百
首
。
或
は
出
示
交
友
、
如
足
下
輩
、
見
皆
謂
之
工
、
其
實
未
窺
作
者
之
域
耳
。
」
と
あ
る
。

「本
稿
で
は
詩
集
四
分
類
の
成
立
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
中
心
に
考
察
し
、
そ
の
消
滅

に
つ
い
て
は
考
察
が
及
ば
な

か
つ
た
。
ま
た
、

本
稿
の
四
分
類
の
解
釈
が
ほ
ば
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

で
は

一
体
、
白
氏
は
何
故
か
く
も
系
統

の
異
な
る
四
種
の
詩
歌

群
を

一
つ
の
詩
集
に
合
わ
せ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
も
思
い
到
る
。

こ
れ
ら

の
点
に
関
し
て
は
、
江
州
左
遷
以
後
の
白
氏
の
心

情

の
考
察
と
併
わ
せ
、
後
日
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。
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